
 

 

 

 

 

 

  極点図からｒａｎｄｏｍを評価する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 配向材料のｒａｎｄｏｍ成分（％）はＯＤＦ図のｒａｎｄｏｍ分布から計算できます。 

 以下に、粉末試料の極点図からｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成し、自分自身にｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

 行い、ＯＤＦ解析を行ってみます。粉末はｒａｎｄｏｍ＝１００％が期待できます。 

 更に、実際の配向材のｒａｎｄｏｍレベルを求めてみます。 

 Ｄａｔａは、C:¥CTR¥DATA¥Aluminum-H-O(RINT2200で測定) 

測定データからｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ処理 

 

処理結果からｄｅｆｏｃｕｓ曲線作成 

 

 



登録したｄｆｏｃｕｓファイルが表示される 

 

では、粉末試料にｄｅｆｏｃｕｓ補正を行います 

 

このデータの ODF解析を行いｒａｎｄｏｍレベルを求める 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍレベルは９９％であるが、０．９から１．０に広がりがあり、平均値９５％  

本来ｒａｎｄｏｍサンプルでは、最大値１．０、最小値１．０で１００％に定量されるが 



 

最適化 Rp％以前     最適化Ｒｐ％の結果 

 

 

この結果を ODF解析し、ｒａｎｄｏｍレベルを求める 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍレベル０．０―＞１でｒａｎｄｏｍ成分は０％です。 

しかし広がりを持ち、平均値で４．４％ 

ｒａｎｄｏｍ方位は１．０以下で方位が集中する部分に現れます。 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘの方位シュミレーション 

 

この場合、ｂａｃｋｇｏｕｎｄ＝４０％、ｒａｎｄｏｍレベルは０．４になります。 

 

cubeのみで volumeFractionを計算すると Background＝random（４０％）＋ｃｏｐｐｅｒ（３０％） 

 

ただし、２つの方位が近い場合、指定しない方位が片方に取り込まれる可能性はあります。 

 



同様に O材を調べてみます 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍプロファイルからＨ材に比較し、プロファイルに広がりが認められるため９％のｒａｎｄｏｍが 

含まれていると考えます。 

 


